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生活に直結する政治課題

幽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
行
方
は

9
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
総

務
厚
生
常
任
委
員
会
で

、
｢後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤
廃
を

求
め
る

｣
請
願
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た

。

請
願
項
目
は
①
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
撤
廃
法
案
を
す
み

や
か
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
②
70

歳
か
ら
74
歳
の
窓
ロ
負
担
2
割

へ
の
引
き
上
げ
を
中
止
さ
せ
る

こ
と
で
す

。

委
員
か
ら
は

、
同
じ
団
体
か

ら
同
じ
請
願
が
2
度
も
出
さ
れ

た
こ
と
は

、
か
つ
て
な
い
こ
と

で
重
く
受
け
止
め
る
べ
き
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が

、
不
採

択
と
な
り
ま
し
た

。

9
月
19
日
の
本
会
議
で
は

、

｢後
期
高
齢
者
医
療
制
度
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

｣
の
議
員

関
千
鶴
子
議
員

、
“‐

委
員
会

鳰
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

副
委
員
長

五
十
嵐
政
司
議
員

、

に
決
ま
り
ま
し
た

。

未来 に 向 っ て ヨ ー イ ド ン (よ つ ば保育園 )

●
定
例
議
会
は

、
9
月
9
日
か
ら
19
日
ま
で
の
11
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た

。

●
本
議
会
に
提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
は

、

①
19
年
度
各
会
計
決
算

、

②
白
鷹
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
な
ど

条
例
3
件

、

③
20
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
で
す
が

、

審
議
の
結
果

、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た

。

轢
請
願
は
採
択
4
件

、
不
採
択
1
件

、
継
続
審
査
1
件
と

な
り
ま
し
た

。
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発
議
が
出
さ
れ

、
制
度
の

『見

直
し
か
撤
廃
か

』
の
議
論
が
交

わ
さ
れ

、
賛
成
9
名

、
反
対
3

名
で
採
択
さ
れ
ま
し
た

。

■
辞
職
に
と
も
な
う
人
事

9
月
3
日

、
佐
藤
誠
七
議
員

か
ら

、
議
長
宛
に
辞
職
願
が
提

出
さ
れ
受
理
さ
れ
ま
し
た

。

こ
れ
に
よ
り

一
部
事
務
組
合

議
会
議
員
や
副
常
任
委
員
長
の

選
任
が
行
わ
れ

、

西
置
賜
行
政
組
合
議
会
議
員

◎
一
般
質
問
は

、
3
名
の
議
員
が
当
面
す
る
町
の
問
題
点

や
課
題
を
た
だ
し
ま
し
た

。

●
任
期
満
了
の
教
育
委
員
会
委
員
は

、
竹
田
寛
治
氏
と
佐

藤
日
吉
氏
を
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た

。健康 を願 っ てグラ ン ド ゴルフ

決算特別委員会

総務厚生常任委員会

産建文教常任委員会

議会運営委員会
本会議
議会広報特別委員会

議会運営委員会

議会広報特別委員会

19 日 (鉛

9 月 1 7 日 詠)

9 月 1 6 日 ひく)

9 月 12 日 (針

9 月 10 日 隊)

9 月 2 日 閃

9 月 9 日 秋)

9 月 3 日 々水)

一般質問
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一
定
の
成
果
を
み
る

実
質
単
年
度
収
支
が
黒
字

■
決
算
特
別
委
員
会
で

、
19
年
度
決
算
を
徹
底
審
査

平
成
19
年
度
決
算
は

、
9
月
12
日
に
決
算
特
別
委
員
会
を
開
会
し

、

全
会
計
を
審
査
し
ま
し
た

。
9
月
19
日
の
本
会
議
で
採
決
の
結
果

、

賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

。

反対

70億9,68 1 万円
(対前年比0.2 % )

認　

74億2,825万円
(対前年比0.5 % )

成

.
㈹‐

( 町の収入)

セ:-薹苓."羞 歳入(町の収入)一般会計 74億2,825万円 70億9,681万円-

険
水

区
保

排
産

康
健
落
険

財
道
健
保
集
保

王
水
民
人
業
護

十
下
国
匿
膿
疥

特
別
会
計

126万円 21万円-11億6,461万円 11億5,158万円15億6,302万円 14億6,785万円-17億6,138万円 17億6,041万円-
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反
対
討
論

本
木
勝
利
議
員

歳
入
で
は

、
18
年
度
と
19
年

度
を
比
較
す
る
と

、
鳴
り
物
入

り
で
す
す
め
た
税
源
移
譲
は

、

所
得
の
低
い
白
鷹
町
に
と

っ
て

、

財
源
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
り
ま

せ
ん

。
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど

に
よ
り
町
民
の
負
担
が
増
し
た

だ
け
に
な
り
ま
し
た

。

歳
出
で
は
町
民
が
十
分
な
議

論
を
す
る
間
も
な
く

、
こ
ぐ
わ

･

あ
ゆ
か
い
統
合
保
育
園
用
地
を

取
得
し
た
こ
と
に
反
対
を
し
ま

す
。高
齢
者
を
差
別
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は

、
年
金
か
ら

天
引
き
す
る
な
ど

、
国
民
か
ら

賛成

平
成
12
年
度
に
1
3
4
億
円

あ
っ
た

一
般
会
計
の
起
債
残
高

が
94
億
円
程
度
に
な

っ
た
こ
と

は
、
行
財
政
改
革

･
起
債
管
理

の
成
果
と
言
え
ま
す

。

山
口

･
中
山
地
区
の
地
域
活

性
化
計
画
策
定
な
ど

、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
形
が
具
体
的
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す

。

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
は

、

交
流
と
定
住
を
基
本
と
し
た
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
着
実
に
そ

の
姿
を
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す

。

企
業
誘
致
や
白
鷹
サ
テ
ラ
イ

賛
成
討
論

今
野
正
明
議
員

-

本
町
の
財
政
状
況
は

、
19
年

度
末
で
地
方
債

(町
の
借
金

)

残
高
は
94
億
円

(前
年
度
末
1

0
3
億
円

)
と
な
り
ま
し
た

。

財
政
指
標
は

、
経
常
収
支
比

率
が
鯏
%
と
鋼
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
ま
す

。
起
債
制
限
比
率

が
鍋
ポ
イ
ン
ト

、
実
質
公
債
費

比
率
が
“
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

、

公
債
費
に
関
わ
る
指
標
が

、
改

善
さ
れ
て
い
ま
す

。

税
源
移
譲
に
よ
る
歳
入
減
や

、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
歳

出
削
減
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
要
因

は
あ

っ
た
も
の
の

、
鮎
貝
ま
ち

づ
く
り
事
業
関
連
で
決
算
額
が

増
加
し
て
い
ま
す

。

怒
り
を
か

つ
て
い
る
の
で

、
廃

止
す
べ
き
で
す

。

町
は

、
タ
ナ
カ
種
畜
牧
場
の

悪
臭
が

、
著
し
く
環
境
を
悪
化

さ
せ
た
こ
と
を
認
め
ま
し
た

。

関
係
す
る
団
体
で
結
ん
だ
協
定

書
の
内
容
を
守
る
よ
う
に

、
町

と
し
て
す
み
や
か
に
勧
告
す
べ

き
で
す

。

鱒
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を

、
｢新
た
な
箱
物
は
い
ら
な
い

｣

と
い
う
声
を
無
視
し
て
建
て
て

い
ま
す

。
維
持
管
理
費
な
ど
を

考
え
た
時

、
有
効
活
用
に
疑
問

を
持
ち
ま
す

。

ト
オ
フ
イ
ス
に
よ
る
受
注
拡
大

、

販
売
促
進
な
ど
は

、
雇
用
促
進

、

産
業
振
興
に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す

。

保
育
所
途
中
入
所
1
0
0
%

対
応
や
原
油
高
騰
に
と
も
な
う

緊
急
対
策
と
し
て

、
灯
油
購
入

費
助
成
な
ど
は

、
町
民

へ
の
細

心
の
意
を
払

っ
た
政
策
と
し
て

高
く
評
価
で
き
ま
す

。

道
の
駅
ヤ
ナ
公
園
整
備
事
業

は
、
今
後
の
最
上
川
の
文
化
的

景
観
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
結
び

つ
く
よ
う
期
待
し
ま
す

。

町
民
目
線
で
の
行
政
執

行
を
望
む

財
政
健
全
化
法
も
施
行
に

な
り
行
財
政
改
革
の
推
進
に

当
た

っ
て
は

、
町
民
に
対
す

る
説
明
責
任
を
果
た
し

、
合

意
形
成
を
は
か
ら
れ
る
よ
う

強
く
望
み
た
い

。

税
収
に
お
い
て
は
未
納
額

が
増
え
て
い
る

。
納
付
意
識

の
啓
発
に
努
め
な
が
ら

、
新

た
な
徴
収
対
策
の
導
入
な
ど

も
視
野
に
い
れ
収
納
率
向
上

に
努
め
ら
れ
た
い

。

公
共
工
事
な
ど
の
業
者
選

定
に
当
た

っ
て
は

、
よ
り
高

い
公
平
性

･
透
明
性
を
確
保

さ
れ
た
い

。
特
に
随
意
契
約

に
関
し
て
は
入
札
に
付
さ
な

い
理
由
を
明
確
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
り

、
追
加
工
事
の

変
更
契
約
に
関
し
て
も

、
よ

り
明
確
な
基
準
に
基
づ
く
執

行
を
さ
れ
た
い

。

職
員

一
人
ひ
と
り
が
町
民

ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
を
的
確

に
把
握
し

、
民
間
感
覚
の
良

さ
を
学
び
意
識
改
革
に
努
め

、

町
民
目
線
で
町
民
の
た
め
の

行
政
執
行
を
希
望
す
る

。

梅
津
正
夫
代
表
監
査
委
員

加
藤
秀
人

監
査
委
員

一
と
し
力

増

　　
董

賛
成
議
員

(10
人

)

五
十
嵐
政
司
議
員

菅
祐
二
議
員

岡
田

明
議
員

青
木
彰
榮
議
員

加
藤
秀
人
議
員

今
野
正
明
議
員

遠
藤
幸

一
議
員

守
谷
丹
吾
議
員

関
千
鶴
子
議
員

菅
原
隆
男
議
員

反
対
議
員

(
2
人

)

本
木
勝
利
議
員

佐
竹
典
明
議
員
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除雪機整備事業 3 , 3 1 1 万
(大型 ド ーザ ･ 歩道除雪機)

赤堀栗山線道路改良事業 2 , 0 00 万 円

畔藤舘の 内線道路改良事業 1 , 9 50 万 円

消防施設整備事業 9 7 6 万 円
(防火水槽 ･ 小型動力 ポ ン プ整備)

角占貝 ま ち づ く り 拠点施設整備事業 2億6 , 7 1 0 万 円

角占貝新駅舎 ･ 交流広場整備事業 3 , 663 万 円

四季の郷住宅整備事業 9 7 6 万 円

学校給食共同調理場設備整備事業 640 万 円

省工れレ ギー型農業機械等緊急整備対策事業 869 万 円

公的分収造林造成事業 1 0 1 万 円

松 く い虫防除事業等 41 6 万 円

ヤナ公園整備事業 2 , 7 8 7 万 円

1 9年度に行っ た
主な事業

合併処理浄化槽整備事業

( 萩野 メ モ リ ア ルパー ク 整備事業)

窓ゆ か い 保育園送迎バス更新事業
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賛
成
討
論

今
野
正
明
議
員

反
対
討
論

本
木
勝
利
議
員

･ る ◆ " ･ ･ ･
　 　 　



労
働

費
職
業
訓
練
校
の
補
助
金
問
題

m嗣
幽霊

職
業
訓
練
校
の
補
助
金

な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が

、

長
井
高
等
職
業
訓
練
校
の
全
容

を
伺
い
ま
す

。

回
目

□
長
井
市

、
白
鷹
町

、
飯

豊
町
の

一
市
二
町
で
構
成
し

、

労
働
者
の
職
業
訓
練
を
目
的
に

、

県
と
関
連
し
な
が
ら

、
パ
ソ
コ

ン
や
左
官

･
大
工
技
術
な
ど
の

研
修
や
実
技
の
講
習
を
行

っ
て

い
ま
す

。

補
助
金
な
ど
の
使
途
不
明
の

問
題
で
は

、
国
も
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
議
論
の
中
に
あ
る

こ
と
か
ら

、
関
心
を
も

っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す

。

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
予
算
編
成

田
圃

閣
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

(パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

)
に
つ
い

て
、
労
働
費
の
な
か
で
処
理
す

る
の
は
無
理
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。一
般
に
労
働
費
は

、
労
働
者

に
対
し
て
の
行
政
の
施
策
を
行

う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
ど
う

で
す
か

。

圏
榊

□
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
は

･
当
時

、
労
働
省
の
外
郭
団
体
で

あ
る
雇
用
促
進
事
業
団
が
設
置

し
た
と
い
う
背
景
が
あ
り

、
予

算
の
編
成
上

、
労
働
費
の
な
か

に
い
れ
て
き
た
と
い
う
経
過
が

あ
り
ま
す

。

規
制
緩
和
に
よ
り
国
か
ら
移

議
さ
れ

、
現
在
は
町
の
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す

。

労
働
費
の
な
か
に
計
上
す

べ

き
か

、
そ
の
他
に
予
算
計
上
す

べ
き
か
に
つ
い
て

、
町
民
に
分

か
り
や
す
く
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す

。

平
成
19
年
度
決
算
審
査

(
一
般
会
計

)

　
　
　
　
　
　
　

　
　多

　
　

　
せ

一
一

　
　　

　
　

各種講演会の会場 と な る パ ワ ー セ ン タ ー

平
成
19
年
度
決
算
審
査

(
一
般
会
計

)

疑質

歳
入

(町
の
収

“渦鱗
ぎ

み

財
政
面
で
は
減
収

胛問
高

閣
当
町
に
と

っ
て
税
源
移

譲
や
定
率
減
税
の
廃
止
は

、
税

制
面
で
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か

。

中園
園
噂

19
年
度
の
比
較
で

は
、
所
得
の
減
な
ど
も
影
響
し

全
体
と
し
て
約
1
6
0
0
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た

。

地
方
分
権
と
し
て
の
権
限
が

大
き
く
な

っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
が

、
徴
収
の
た
い

へ
ん

さ
も
加
わ
り
収
納
率
も
少
し
下

が
り
ま
し
た

。

　
　

　
　

　
　

な
さ

･
三田
宮

閨
税
源
移
譲
さ
れ
た
分
は

･
交
付
税
の
算
定
上

、
収
納
率
を

1
0
0
%
に
し
な
け
れ
ば
効
果

が
出
な
い
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か

。

岡
目
皿
都
市
と
地
方
で
は
税
収

に
は
差
が
あ
り
ま
す
が

、
交
付

税
の
算
定
上
は
公
平
と
思
わ
れ

ま
す

。

@

議会だよ り し ら たか 第 1 00号

方交付税 49 . 7 %

町税 1 7 . 6 %
その他 1 3 .9 %

債
6

　
　

平成 1 9年度一般会計収入決算額一覧

出張
万R

U

容
〕

“三
･

4
▲

1
億Q

Y

税

煙--
T
J

坊Q
U

Q
U

Q
J

億ハ
○

Q
U

税付交方J旭

坊24n
b

億n
d

金出支庫国県支出金l3億4748万
坊n
Y

h
D

7
I

億1

.
･

･.･
･.
･

･.･
･.
･

･.･
･.
･

･.･
･.
･

･.･
･･

料用使金担分

防68Q
J

億4
4

、金借債T
Jその他-1o億3p42万

坊n
乙

8n乙

億74計合

※ 万 円未満は端数 を 整理 し て い ま す 。

金
出
%

出
%

嶬
県
4

国

総
務

費
政
教
分
離
の
重
要
性
を
町
民

へ

m間高
開
地
区
に
よ

っ
て
は

、
区

の
行
政
会
計
に
神
社
会
計
が
含

ま
れ
て
い
て

、
憲
法
上
正
し
く

な
い
と
い
う
町
民
か
ら
の
指
摘

が
あ
り
ま
す
が
ど
う
思
い
ま
す

　
　

回
国
豊
今
後
の
地
方
自
治
の
発

展
と
開
か
れ
た
白
鷹
町
を
築
い

て
い
く
た
め

、
真
摯
に
受
け
と

め
て
対
処
し
て
い
き
ま
す

。

m圏
園

政
教
分
離
は

、
町
づ
く

り
の
な
か
で
ど
れ
だ
け
重
要
で

あ
る
か

、
町
民
に
訴
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が

ど
う
で
す
か

。

面白隠
凶
改
善
が
必
要
な
と
こ
ろ

は
地
域
の
方
々
か
ら
理
解
を
得

て
、
地
域
運
営
を
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す

。

歳
出

(町
の
支
出

)

農林水産業費
4. 1 %

費
%

生
2

民
打

費
%

　

様土
15

平成 1 9年度一般会計支出決算額一覧

鴻餌
方58

一=
Q

v

〔る

費

m▼靴
会

画-憤
議 総務費I8億9,934万 民生費I15億576万 階生費l5億8,180万農林水産業費I2億9,284万 商工費-1億8,896万土木費-10億6,648万教育費-4億9,236万公債費(借入金返済)-16億2,651万その他-3億5318万合計-70億9,681万

※ 万 円 未満 は端数 を 整理 し て い ま す。

議会だよ り し ら たか 第 1 00号 の

税源移調による財政への影響はく町の支出) (町の収入)

未来 にはばた く 白鷹

　　　　　　　
　　　　

　　　　
平
成
19
年
度
決
算
審
査

(
一
般
会
計
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歳
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の
支
出

)
議

　　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　
　
　

･
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.
~

‐
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平
成
19
年
度
決
算
審
査
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会
計
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歳
入

(町
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平
成
19
年
度
決
算
審
査

(
一
般
会
計

)
歳
出

(町
の
鸚

適榴、
歳
出

(町
の
鸚

適榴襞
-

@

議会だよ り し ら たか 第 1 00号

ご 圏ilhぬ｣ -

道の駅 最上川 あ ゆ と びあ

溺
れ｢･
な

　　　　　

教
育

費
い
じ
め
の
現
状
は

部
活
動
の
位
置
づ
け

期
目

濶
中
学
校
の
部
活
動
に
つ

い
て

、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

、

評
価
を
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す

。

回
回
豊
部
活
動
は

、
健
康
体
力

づ
く
り
は
も
と
よ
り

、
ス
ポ
ー

ツ
を
と
お
し
た
仲
間
づ
く
り

、

人
間
関
係
づ
く
り

、
人
と
の
交

流
な
ど

、
教
科
の
授
業
で
は
学

べ
な
い
教
育
の
価
値
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す

。

歴
史

･文
化

へ
の
取
り
組
み
は

覇間宮
閏
歴
史
と
文
化
を
大
事
に

す
る
こ
と
は

、
自
信
と
誇
り
を

持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

る
た
め
か
け
が
え
の
な
い
重
要

な
こ
と
と
考
え
ま
す

。

19
年
度
に
取
り
組
ん
だ
も
の

が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す

。

回
目
皿

19
年
度
は
石
造
文
化
調

査
の
取
り
ま
と
め
や

、
白
鷹
板

締
小
耕
の
県
無
形
文
化
財
指
定

な
ど
で

、
顕
著
な
も
の
が
あ

っ

た
と
思

っ
て
い
ま
す

。

m国
田

不
登
校

、
い
じ
め

、
暴

力
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す

が
町
の
現
状
を
伺
い
ま
す

。

覇囲隅
皿

い
じ
め
の
定
義
が
緩
や

か
に
な

っ
た
こ
と
で
増
え
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す

。
町
で
は
毎

年
1
5
2
件
あ
り
ま
す
が

、
集

団
的

、
継
続
的
な
も
の
で
は
な

い
と
と
ら
え
て
い
ま
す

。

.そ
.
せ
き
秋

　
　　

　
を

蕉
又

を
略
言

,
し
収

　
　

　　　

　
　
　
　

　

r廟
なぞ
　

　
　　

　

　
　

　

　　　
　

　　
　

　
　

　
　　
　
　　

　　
　

　
　

　　
　
　
　

　　
　　

　

熱
讃
さ
れ

　　　　
　　
　

農
林
水
産
業
費

環
境
基
本
条
例
は
守
ら
れ
て
い
る
の
か

5
団
体
が
該
当

閣
一回

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
農
業

機
械
等
緊
急
整
備
事
業
の
成
果

を
伺
い
ま
す

。

覇醐酬週
原
油
高
騰

、
米
価
の
下

落
な
ど
に
よ
り
農
家

へ
の
打
撃

は
大
き
い
で
す

。

省
エ
ネ
効
果
の
あ
る
農
業
機

械
購
入
に
関
し

、
国
の
緊
急
補

助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
、
田
植
機
や
乾
燥
機
な
ど
を

購
入
す
る
5
団
体
が
該
当
し
ま

し
た

。

返
済
と
指
導

田
宮

開
農
業
経
営
基
盤
強
化
資

金
等
の
利
子
補
給
に
つ
い
て

、

返
済
遅
延
で
利
子
補
給
を
受
け

ら
れ
な
い
事
例
が
あ
り
ま
す
が

具
体
的
に
伺
い
ま
す

。
で
展
開
し
て
い
ま
す

。

覇副
聯皿

認
定
農
業
者
に
有
利
な

資
金
制
度
で

、
債
務
負
担
行
為

を
設
定
し
て
い
る
事
業
で
す

。

返
済
が
滞

っ
て
い
る

一
部
の

方
に
は

、
計
画
に
基
づ
い
た
返

済
を
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

機
械
購
入
は

闇
…畠

中
山
間
地
域
直
接
支
払

事
業
の
主
な
取
り
組
み
の
な
か

で
機
械
購
入
も
行

っ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す

。

爾闘回
皿
農
業
に
資
す
る
た
め
の

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で

、
集

落
協
定
を
結
び
地
域
ご
と
に
事

業
を
展
開
す
る
も
の
で
す

。

機
械
購
入
に
つ
い
て
も
中
山

間
地
域
直
接
支
払
事
業
の
も
と

[闘
目

冒
町
の
環
境
基
本
条
例
の

な
か
に
環
境
を
著
し
く
悪
化
さ

せ
た
場
合

、
必
要
な
勧
告
を
行

い
、
従
わ
な
い
場
合
は

、
そ
の

内
容
及
び
氏
名
を
公
表
す
る
こ

と
が
出
来
る
と
あ
り
ま
す

。
養

豚
業
者
に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ

う
な
認
識
を
し
て
い
る
か
伺
い

ま
す

。

團
國

悪
臭
に
つ
い
て
は

、
完

全
履
行
さ
れ
て
い
な
い
と
と
ら

え
て
い
ま
す

。
何
を
も

っ
て
悪

臭
か
公
害
と
な
る
か
法
的
な
も

の
が
不
明
確
で
す

。
現
状
は

、

社
会
通
念
と
し
て
通
常
で
な
い

状
態
と
認
識
し
て
い
ま
す

。

　　
　　　

　　　
‘

-
“

,
ゞ

"
　　　　　
　
　
　

　
　　

　　
　　

　
　　　　
　
　
　

　
幸
が
癬

て
◆《
鬘

鰐
こ
ご

こ些
事
三
菱

を
許
そ
÷

フ ッ ト パス散策

商
工

費
相
乗
効
果
を
期
待

璽問酬国
道
の
駅
が
整
備
さ
れ

、
お
客
が
増
え
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
状
況
を
伺
い
ま
す

。

間自
適

19
年
度
春
に

｢あ
ゆ
と

び
あ

｣
の
名
称
で
道
の
駅
が
オ

ー
プ
ン
し

、
入
り
込
み
客
が
増

え
大
き
な
経
済
効
果
が
出
て
い

ま
す

。

今
後

、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
も
行
い
相
乗
効
果
が
出
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す

。

　
　　　　
　

薄丸寿ぎ
節鋭髯費ん

　　
　

　
　

ず
を

土
木

費
フ
ッ
ト
パ
ス
の
ル
ー
ト
変
更

購
入
方
法
は

期
目

閨
重
機
や
除
雪
機
の
購
入

方
法
を
伺
い
ま
す

。

間圃
隅
空
庁
内
の
機
種
選
定
委
員

会
を
開
き

、
ど
の
よ
う
な
機
種

で
、
ど
の
会
社
が
良
い
か
を
選

定
し
て

、
1
機
種
に
決
め
る
場

合
と
数
機
種
に
決
め
る
場
合
が

あ
り
ま
す

。
そ
れ
を
ふ
ま
え

、

指
名
委
員
会
で
業
者
を
指
名
し

、

入
札
を
行
い
落
札
者
と
契
約
を

し
ま
す

。

m圏
園

最
上
川
フ
ッ
ト
パ
ス
が

整
備
さ
れ
ま
し
た

。
途
中
2
ケ

所
国
道
に
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん

。
ル
ー
ト
の
変
更
が
で
き

な
い
の
か
伺
い
ま
す

。

覇白曙凶
一ヶ
所
は
荒
砥
川
で
す

が
、
踏
み
石
を
利
用
し
渡
れ
る

よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
を
国
土

交
通
省
に
要
望
し
ま
す

。

ニ
ケ
所
目
は

、
つ
ぶ
て
石
の

先
で
す
が

、
民
有
地
な
の
で

、

地
権
者
と
協
議
を
し
な
が
ら
ど

の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
話
し

合
い
を
し
て
い
き
ま
す

。“瀕
端麗

袋

石仏史跡め ぐ り

う
寸法
な
罐
ぼ

〆
　

　
　
　
　

　　　
　

･ど
り
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町
内
の
保
育
園
が
同
じ
事
業
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に

関千鶴子 議員

町
長

公
募
で
な
く
町
内
の
社
会
福
祉
法
人
と
協
議

■
よ
っ
ぱ
保
育
園
の
引
き

継
ぎ
保
育
は

固
一
よ
つ
ば
保
育
園
の
引
き
継

ぎ
保
育
は

、
ど
う
い
う
状
況
に

あ
り
ま
す
か

。

同
国

来
年
度
も
そ
の
ま
ま
担

当
で
き
る
担
任
配
置
な
ど

、
園

児
が
安
心
し
て
通
園
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す

。

保
育
士
間
で
は
園
行
事
の
継

承
、
地
域
と
保
護
者
と
の
関
わ

り
で
は
地
域
行
事

へ
の
参
加
な

ど
で
す

。

密
度
の
濃
い
打
ち
合
わ
せ
が

で
き
る
な
か
で

、
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す

。

■
事
業
者
の
選
定
は

園
こ
ぐ
わ

･あ
ゆ
か
い
統
合

保
育
園
の
運
営
は
民
設
民
営
と

説
明
さ
れ
て
い
ま
す

。
町
内
の

保
育
園
の
事
業
者
が
す
べ
て
同

じ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か

。

同
国

ょ
っ
ば
保
育
園
の
事
業

者
選
定
の
時
に
応
募
が
無
か

っ

た
こ
と
を
ふ
ま
え

、
公
募
で
は

な
く
町
内
の
社
会
福
祉
法
人
と

協
議
を
す
す
め
て
い
ま
す

。

事
業
者
が
す

べ
て
同
じ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
と
の
意
見
は

、

保
育
所
運
営
検
討
委
員
会
で
も

出
さ
れ
て
お
り

、
尊
重
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す

。

■
給
食
を
ど
う
す
る

園
食
の
安
全
安

心
ゃ
食
育

、
地
産
地
消
の
認
識
を
深
め
て
い

る
な
か

、
子
ど
も
達

へ
の
給
食

の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か

。

　
　
　
　
譜
濃

　
　　

　
　

　
戸

も

　
　
　
　
　

　
　

　
　　

戸
も

　
　　
　

　

同
国

子
ど
も
の
成
長
に
欠
か

せ
な
い
非
常
に
重
要
な
こ
と
な

の
で

、
直
営
方
式
を
検
討
し
て

い
ま
す

。

■
出
さ
れ
た
意
見
は

間
.
蚕
桑

･鮎
貝
地
区
で
の
統

合
保
育
園
に
関
す
る
説
明
会
で

、

ど
の
よ
う
な
意
見
や
要
望
が
あ

り
ま
し
た
か

。

-健
康
福
祉
課
長

一
建
設
場
所
は

安
全
性
や
自
然
環
境
が
重
要
と

す
る
点
で

、
な
ぜ
四
季
の
郷
地

内
な
の
か

、
運
営
主
体
が
ど
う

な
る
の
か
と
い

っ
た
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た

。

■
不
安
や
混
乱
が
な
い
よ

う
に

鬮
統
合
保
育
園
は

、
新
し
ぃ

施
設
と
環
境
に
あ

っ
た
保
育
方

針
や
目
標

、
指
導
計
画
な
ど
が

ゼ
ロ
か
ら
確
立
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す

。

今
ま
で
の
経
験
や
園
児
を
理

解
し
て
い
る
保
育
士
さ
ん
が

、

統
合
移
行
時
に
責
任
を
持

っ
て

業
務
を
行
わ
な
い
と

、
子
ど
も

達
や
保
護
者
の
方
が
不
安
や
混

乱
を
き
た
す
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か

。

間脚
開園

統
合
保
育
園
と
と
も
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
併
設

さ
れ
ま
す

。
保
育
士

、
事
業
者

保
護
者

、
地
域
の
方
々
が

、
本

当
に
い
い
保
育

･
子
育
て
支
援

の
総
合
的
な
場
所
と
な
る
よ
う

に
お
互
い
が
率
直
な
意
見
を
出

し
な
が
ら
す
す
め
て
い
き
ま
す

議会だよ り し ら たか 第 1 00号

■
運
営
面
で
の
議
論
は

間
一
統
合
保
育
園
の
運
営
は

･
在
職
す
る
保
育
士
と
受
託
先
の

状
況
を
見
き
わ
め
て
議
論
し
て

い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か

。

圃
隅
囮

万
全
を
も

っ
て
運
営
の

主
体
を
明
確
に
し

、
保
育
指
針

を
も

っ
て
十
分
に
対
応
を
は
か

っ
て
い
き
ま
す

。

国民健康保険税の引 き下げをすべき

　
　

主
Y

処
し

歳出の医療費が伸びている現状では難しい

納
税
義
務
を
果
た
さ
れ
て
い

る
方
と

、
ま

っ
た
く
納
税
す
る

意
思
の
な
い
方
を
同
じ
扱
い
に

す
る
こ
と
は

、
公
平
性
か
ら
も

好
ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。な
お

、
発
行
を
受
け
て
い
る

方
で
医
療
機
関
に
か
か
る
必
要

が
生
じ
た
と
き
は

、
い
つ
で
も

係
に
相
談
し

、
少
し
で
も
納
税

意
欲
を
示
し
て
も
ら
え
れ
ば

、

短
期
被
保
険
者
証
を
発
行
し
て

い
き
ま
す

。

■
制
裁
措
置
は
あ
る
か

旧
聞山

資
格
証
明
書
を
発
行
し

斑
事
山
霊
園
鯛

.喘1
1

11
｣

1
1

1
1

%

資格証明書

佐
竹
典
明
議
員 r

“
国

■
資
格
証
明
書
の
発
行

旧
聞山

国
民
健
康
保
険
制
度
の

な
か
で

、
資
格
証
明
書
発
行
の

状
況
を
伺
い
ま
す

。

高岡嶋
豊
資
格
証
明
書
を
発
行
し

て
い
る
方
々
は

、
一
年
以
上
の

滞
納
が
あ
り

、
納
税
相
談
に
来

て
い
た
だ
く
よ
う
連
絡
を
し
て

も
応
じ
て
も
ら
え
な
い
方
で
す

。

ま
っ
た
く
納
税
す
る
意
思
が
見

ら
れ
な
い
方
を
対
象
に

、
発
行

数
は
5
件
と
な

っ
て
い
ま
す

。

■
発
行
を
中
止
す
べ
き

囮
開山

資
格
証
明
書
の
発
行
を

中
止
し
て

、
対
応
を
密
に
し
て

解
決
を
は
か
る
べ
き
と
思
い
ま

す
が
ど
う
で
す
か

。

圃
圃
囮
国
民
健
康
保
険
制
度
は

相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
く
制

度
で
す

。

な
さ
い
と
い
う
制
約
な
ど
は

、

本
来
は
国
か
ら
受
け
な
い
で
い

い
は
ず
で
す
が
ど
う
で
す
か

。

-町
民
税
務
課
長

国
民
健
康
保

険
法
で
は
町
独
自
で
軽
減
処
置

を
は
か

っ
た
場
合
は

、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
科
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す

。

■
国
保
税
は
引
き
下
げ
す

べ
き

開
山

不
正
規
雇
用
に
よ
り

･
低
所
得
者
の
国
民
健
康
保
険

へ

の
加
入
が
増
え
ま
し
た

。
国
保

税
の
引
き
下
げ
を
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
ど
う
考
え
ま
す
か

。

画
風
豊
国
民
健
康
保
険
の
会
計

は
他
の
会
計
と
違

っ
て

、
歳
出

が
い
く
ら
か
に
よ

っ
て

、
歳
入

を
確
保
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
歳
出
で
あ
る
医
療
費
が
伸

び
て
い
る
現
状
で
は
税
率
の
引

き
下
げ
と
い
う
こ
と
は

、
非
常

に
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

■
町
民
の
生
活
を
守
る
た

め
に

眉
間

一
町
民
の
生
活
を
守
る
た

め
に
は

、
医
療
や
福
祉
に
も

っ

と
お
金
を
使
う
よ
う
国
に
訴
え

て
い
く
姿
勢
が
必
要
と
思
い
ま

す
が
ど
う
で
す
か

。

両脚
隅豊

今
の
制
度
を
社
会
や
自

治
体
の
な
か
で

、
ど
の
よ
う
に

評
価
す
る
か
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す

。
情
報
を
交
換
し
な
が
ら

、

国
に
こ
う
し
て
欲
し
い
と
い
う

こ
と
が
あ
れ
ば

、
進
言
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

。
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疑質

■
拠
点
施
設
の
基
本
構
想
は

鬮
昌

一
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

基
本
構
想
策
定
費
の
内
容
を
伺

い
ま
す

。

覇白日聯皿
民
設
民
営
化
に
向
け
た

･
こ
ぐ
わ

･
あ
ゆ
か
い
統
合
保
育

園
や

、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
を
行
う
も
の
で
す

。

蚕
桑

･
鮎
貝
の
区
長
会

、
保

育
園

、
保
護
者
な
ど
各
代
表
の

方
々
で
検
討
委
員
会
を
構
成
し

、

建
物
の
設
計

、
施
設
の
在
り
方

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
着

手
す
る
も
の
で
す

。

これ
＼

　
　

■
公
平
性
を
持

っ
た
対
応
を

田
宮

開
原
油
高
騰
は
農
業
だ
け

で
な
く

、
商
工
業
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す

。

公
平
性
を
持

っ
た
対
応
を
は

か
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か

。

回
目

.豊
町
内
景
気
全
般
に
わ
た

る
原
油
高
騰
の
影
響
を
把
握
し

、

特
に
影
響
の
多
い
園
芸
農
家
や

稲
作
農
家
に
限
定
し

、
持
続
的

な
農
業
が
成
り
立

つ
よ
う
に
対

応
す
る
も
の
で
す

。

■
議
員
報
酬
の
明
確
化

法
改
正
に
よ
り

、
議
員
報
酬
と

　
　

　　
　
　
　

なく
■
決
算
審
査
の
追
加

書
類
が
監
査
対
象
と
な
り
ま
す

。

総
額
76
億
4
3
4
4
万
円
と
な
る

補正の主なもの

●
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は

･
保
育
園
運
営
委
託
料

･
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
基
本
構
想
策
定

･
病
院
経
営
基
盤
強
化
費

･
原
油
価
格
高
騰
対
策
事
業

･
e
ー
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
事
業

･
除
雪
事
業
費

な
ど
で
す

。

1
6
8
3
万
円

5
0
万
円

5
0
0
0
万
円

2
2
7
万
円

6
0
0
万
円

4
4
0
0
万
円

連 日 盛況な ど り いむ農園

,廃弛l囮 J

　　
　

　
　

　

　
　

　　
な
さ

う
睾

ミ
＼＼

＼＼

彦

●
財
源
は
国
県
支
出
金

、
地
方
債
や
繰
越
金
な
ど
で
対
応
し
ま
す

。

■
"‐

半

本木勝利 議員

　
　

　

本
木

環
境
担
当
の
職
員
を
増
や
す
べ
き

　
　

　
　

　　
　
　

　
　

　
　　
　

　

　　
　

　

で鰯ヴ
＼

町長
十
分
に考慮

しなが
ら検

討
します

　
　

　
　

活
動
状
況
は

、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

、
広
報
誌

、
ご
み
ゼ
ロ

作
戦
活
動
チ
ラ
シ

、
環
境
出
前

講
座
で
紹
介
し
て
い
ま
す

。

一町
民
税
務
課
長

一
計
画
の
見
直

し
を
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
町
民
の
意
識
調
査

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

さ
ら
に
環
境
に
関
す
る
各
種

デ
ー
タ
を
集
め

、
見
直
し
す
る

環
境
基
本
計
画
の
な
か
に
盛
り

込
む
予
定
で
す

。

■
豚
舎
問
題
も
盛
り
こ
む

べ
き

■
職
員
配
置
の
強
化

【臼
田

町
の
環
境
基
本
条
例
は

、
【国
田
本
町
の
環
境
担
当
の
職

環
境
基
本
計
画
の
実
施
状
況
を

員
数
は
西
置
賜
の
市
町
の
な
か

明
ら
か
に
す
る
報
告
書
を
作
る

で
一
番
少
な
い
現
在
2
名
の
職

と
し
て
い
ま
す

。
員
で
す
が

、
来
年
度
に
向
け
て

そ
の
取
り
組
み
状
況
と

、
そ

増
員
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

の
な
か
に
豚
舎
問
題
も
盛
り
込

力

む
べ
き
と
思
い
ま
す
が
い
か
が

同
国

行
政
全
体
の
な
か
で
環

で
す
か

。
兄
の
関
連
性
を
ど
う
立
員
け

境
の
関
連
性
を
ど
う
位
置
づ
け

る
か
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら

新
年
度
の
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す

。

義
鮎

よ

耐脚]國
本
町
で
は
年
間
約
1
方

7
0
0
0
g
の
廃
食
油
が
排
出

さ
れ
ま
す
が

、
利
用
さ
れ
な
い

で
処
分
さ
れ
て
い
ま
す

。
町
単

独
で
の
事
業
化
は
成
り
立
た
た

な
い
の
で
広
域
化
の
な
か
で
対

応
出
来
る
よ
う
考
え
て
い
き
ま

す
。

B D F 製造の作業風景

■
今
後
の
環
境

･
省
エ
ネ

対
策
は

【国
田

今
後
の
町
の
燃
油
高
騰

対
策

、
環
境

、
省
エ
ネ
対
策
を

ど
う
す
る
か
伺
い
ま
す

。

高岡
朧
豊
現
在

、
環
境
と
省
エ
ネ

は
地
域
は
も
ち
ろ
ん

、
地
球
規

模
で
の
最
大
の
関
心
事
で
す

。

効
果
は
あ
る
か

、
問
題
は
何

か
を
明
確
に
出
し
な
が
ら
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
が
極
め
て
大

事
と
考
え
て
い
ま
す

。

B
D
F
と
は

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
フ

ュ
ー
エ

ル
の
略
称

。
植
物
油

･
魚
油
な
ど

の
廃
食
油
か
ら
作
ら
れ
る
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
燃
料
の
総
称

。

圃
隅襲凶

基
本
計
画
は
平
成
お
年

度
か
ら
24
年
度
を
目
標
に
策
定

し
ま
し
た

。

■
広
域
連
携
が
大
事

【国
田

て
ん
ぷ
ら
油
の
廃
食
油

な
ど
で
作
る
枦
D
F
製
造
は
量

の
確
保
が
事
業
性
の
大
き
な
カ

ギ
を
握
り
ま
す

。
そ
の
た
め
の

広
域
連
携
が
大
事
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か

。
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議
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の
編
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日
町
る
す

家、
顧
み
る
に

、
当
時
は
議
会
広
報

′‘
の
ほ
と
ん
ど
を
議
会
事
務
局
の
主

=
“

継
と

,
導
で
編
集
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態

▲居
り/

で
あ
り
ま
し
た

。
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･仁

ん
=

ヨ

白
鷹
町
の
議
会
広
報
は

、
議
員

?
自
ら
編
集
す
る
こ
と
に
決
め

、
公

,
正
公
平
に
つ
と
め
議
員
の
目
線
で

話
町
政
を
と
ら
え
町
民
に
伝
え
る
こ

‘
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た

。

編
集
技
術
も
向
上
し

、
平
成
4

)
年
に
全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
し

、
県
外

ら
か
ら
も
研
修
に
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た

。

何
よ
り
石
大
き
な
収
穫
は

、
議

員
自
ら
編
集
す
る
こ
と
に
よ
り
客

!
観
性
が
培
わ
れ

、
町
政
を
見
る
目

′
が
変
わ

っ
て
来
た
こ
と
で
す

。

時
代
が
大
き
く
変
わ

っ
て
き
ま

k
し
た
が

、
い
つ
ま
で
も
町
民
に
愛

ゞ
さ
れ
る
議
会
広
報
で
あ
る
こ
と
を

‘
願
い
ま
す

。

　　
　

　　
　　

　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　　

　
　

　
　
　
　
　

　
②
灘
A

團G部箋
謙

遜キ
鰯.

　
　

　　
　
　
　

　

　　
　

　
　
　

　　
　　
　
　

　
　

　　
　

　
　　　

　
　

　
　

　　
　
　　

　
　

ず

1
し

行
-

勇2
コ

第 34号 平成 4 年 4 月 22 日 発行

第 7 回全国町村議会広報 コ ン ク ール

優秀賞受賞

　　　　
　
　

　　　　
　　

A
ト
ま

4 判 に拡大 さ れま した 。 斬新な

い 、 写真 も増え読みた く なる紙

露
▲-

が
ウ
リ

　
　　

　　 し
面

＼)
　

3 8号 平成 5 年 4 月 22 日 発行

第 8 回全国町村議会広報 コ ン ク ール

奨励賞受賞

I
し
′

紙
ま
は

＼
一

o
リ
ク

･

第 3 4 号 と 同 じ広報委員で編集。 紙

面に余白 が多 く な り 読みやす く な り ま

した 。 臨場感あふれる カ メ ラ ワ ー ク は

′
〆“‐′′"′

　
　

　
　

I泥　　　
　

汐
穣
翁
チ

ノ
默
贓

　
　　

　
　
　
　

　

た
韓
国
轟
け
潔馨

ら
嚼嘉
雄
ゞ

麗
窯

　
　
　

　　　
　　　

　
　

　
　

　　　
　　　　

　　
　

　
△
云

,
と
≦

＼
.･

ぷ
　

　
　
　

　
　

　
　
　
　

　　　
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

報
読
る

廉
を“鰹

　
　
　

曼
彬
壊

0
キ

4
白
臨
す

)
3

･
ゞ

こ
の
節
目
を
大
切
に

第 50号 平成 8 年 4 月 22 日 発行

第 1 1 回全国町村議会広報 コ ンク ール

Iし
!rl

o

ツ
空
後
す

ク
架
立
ま

ン
･
成
い

　
　
　
　

5 0 号記念特別企画 と して 、 架空の

弥次議員 と喜多議員が、 予算成立後 に

鋭い 目 で政治状況を分析 して い ます 。

議会だよ り し ら たか 第 1 00号

に
提
案
し
た
の
が

『
謙
会
報
発
行

』

で
思
い
出
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す

。

｢
編
集
は
町
職
員
に
頼
ら
ず
議
員

.
自
ら
の
手
で

｣
を
合
言
葉
に

、
昭

和
59
年
町
誕
生
め
周
年
の
記
念
す

レ
ベ
き
年
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
ま

し
た

。

私
は

、
第
14
号
か
ら
第
30
号
ま

,
で
担
当
し
ま
し
た
が

、
｢
わ
か
り

,
や
す
く

、
町
民
に
読
ま
れ
る
広
報

｣

を
E
ツ
ト
ー
に
そ
の
難
し
さ
を
体

験
し
ま
し
た

。

そ
の
後

、
皆
さ
ん
は
研
鑽
を
重
ね

、
⑯

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
数
多
く
入
選

選

り しらをか第5
で 、 町民生活はどう変わ

定例会〆 - -

　
　
　
　

38
3
真
に

昭和 59年の創刊号以来、 議会 と 町民の皆 さ んを

結ぶかけ橋 と して発行 さ れてきた議会だよ り が、

今号で 1 00号を迎え ま した 。

そ こ で、 こ れまでの議会広報 コ ン ク ールでの

受賞 と議会だよ り の変遷を振 り 返 っ てみ ま した 。



1
し

0

　
　　

　
　

い
議
別
し

と
空
特
ま

形で 、 弥次議員と喜多議員の架空議員

に登場 しても ら い 、 対談形式を特別企

画と して載せた こ とが評価されま した 。

第 1 2 回全国町村議会広報 コ ン ク ール

　　
　　　　

　
　

月
報

斬
員
形
価

だ
‘

4
広

を
議
談
辯

号
き

、.

22
ゴ

｣ る
の
式

月
報

斬
員
形

4
広

を
議
談

会
政
多
対

9
議

町
喜

、
｢
と
い

も
隆

N o.

54　　　　　　　
1 65億円 ･ 町民生活にどう生かす

I 弍 茎 } メ リ メ リ 引 、 - ＼ ≦ / ｢

　　　　　　　　　 　 　
" 麦事の 写員偉 、 類員 に よ る謹戒福祉 セ ンタ ーの 浸 察 … … l 4

9
議

｢
＼

〆
こ

←
間

　　　　　　　　
　

　
　

な
弥
し
て

々
、
場
し

ゾ
紙
面
の
充
実
を

麩
様き形

に
画

,!
議
会
だ
よ
り
も

、
た
だ
発
行
す

議会だ よ り し ら たか 第 1 00号

(第 5 代 広報委員長)

第60号 平成 1 0年 1 0 月 22 日 発行

第 1 4回全国町村議会広報 コ ンク ール

L
し

、
ノ

と
跡

一
論
追

形式を載せたのが、 評価さ れま した。

架空の弥次議員と喜多議員の討論と 、

-“
⑩

う な っ た｣ と

"
/

-歓
。

『つ

ン
の
い

;
℃

桜
川
檄
与
り
≧"＼な

.〆遼
彌

--
#･

÷
‘＼
箋
#

元
事

、
'非
リ

-証
二

篠に
-没

　
　
　

　　　
　

　
　

　
　
　

　　

れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
も
過
ぎ

、

一
手

ど
う
し
た
ら
読
ん
で
も
ら
ぇ
る
か

･
＼笏

夕
着

劾
議
会
活
動
に関

心
を
持

っても
ら

　　
　
　

　　
　

　　　　　
　
　
　
　

間
団
に

冊
･

′

覇霧町民保養センター
の二次整備に着手

VOI ‐ 6 D i 蝸 牛 1 0

　　　　 　 　　 　　

　
　　

　
　

　
　　

　潴
　

　　
変
え
る
き

っ
か
け
は

、
新
潟
県

ミ
逢いの

、
!"“

“
柿
崎
町
の
研
修
で

、
担
当
職
員
の

｢女
性
週
刊
誌
を
参
考
に
し
て
割
付
を

,
行
う

｣
と
い
う
ひ
と
こ
と
で
し
た

。

1
内
部
批
判
を
か
わ
す
た
め

、
議
長

-
の
事
前
の
承
諾
と
全
国
コ
ン
ク
ー

“
ル
の
入
賞
は
必
須
で
し
た

。

り　総
難　

　
　　

　
　　

　　
　
　
　
　

22
ン

会
ろ

･
に
な

o
〉

動
し
か
あ
り
ま
せ
ん

。

　
　

　　
　
　
　
　
　
　

別
た

こ
の
と
ま

特
し
た
白
た
れ

　　　
　　
算
中
せ
と
し
さ

が
に
緑
す
評

弥次喜多議員朧薑祓蕃計画書邊断る

あの質 問は
ど う な っ た

"
′

/
@

ノ

レ
の
に

び

ツ
会
式

“
ク

議
方

狄

よ せて こ?コツが,が,バリがシリ ヌー ? 一式'らバ ジルザ ラが ヲ ぶりふ＼'ぶり勺ぐ-?｣氷り マメタをふれくりぷラボ~リメ ーラ “

レ イ ア ト が一 新 さ れま した。 議会の活

性化の点で、 一般質問 も一問一答方式に変

　
提

.
‐

‐

　
　
　

　　
　　

　
　

　
　

　
　

　　
　

　
　

氏一
一

ン
。

“{
‐“

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　　

　
　

0号 平成 1 5年 7 月 22 日 発行

9回全国町村議会広報コ ン ク ール

Iし
n=G

O
′

体
で
す

一
す
は
ま

ク
ま
語
い

ン
す
用
て

コ
で
政
め

『
行
努に変わ り ま した 。 議会 ･ 行政用語はで

き るだ け使わな い表現に努めて い ます 。

平成 1 3年 1 0月 22 日 発行

新
質

　
　

、
。

?
読
者
の
励
ま
し
に
さ
さ
え
ら
れ
て

　
　
　

　
　
　

　
　

　　
　
　

　
　
　

成
胼

鵬寛
が
｢

i
　
　
　

　　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
2
中
岡

艦
イ
肋
聴

く
当
選
し
た
初
年
度
か
ら
8
年
間

･
　
　

　
　
　

第
第
堪

性
わ

賑
議
会
広
報
特
別
委
員
会
に
席
を
置
き

･
れ

“
号
か
ら
77
号
の
編
集
に
携
わ
り (第 6 代 広報委員長)

7
広

助
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　　
　

-
T

-町
咋
ま
守

R
音
でー｣

、
ー

-

　
　　

　
　　

　
　

　

　
　　

　
　　
　

ま
し
た

。

新
人
議
員
に
と

っ
て

、
議
会
広

編集作業風景

少
報
の
編
集
は

｢
力

｣
を
つ
け
る
勉

議会だよ り し ら たか 第 1 00号

強
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た

。

編
集
に
あ
た

っ
て
は

、
｢
読
み

や
す
く

、
わ
か
り
や
す
く

、
親
し

ま
れ
る
議
会
広
報
で
あ
り
た
い

。

わ
か
り
や
す
さ
と
真
実

、
公
平
な

姿
勢
に
徹
し

、
議
会
の
全
体
像
を

伝
え
た
い

。
｣
と
思
い
ま
し
た

。

議
論
の
な
か
で

、
｢町
長
の
肉

の

L ･ ･ ) ‐ こ の 人 に 門 く ′“ “ .

議 弍 ( あ な た と 議会を結ぶ　　 　

『議員によ る 自 主編集』

/
‘｣

声
を
聞
き
た
い

。｣
と
迫

っ
た
議
員

晏
て

の
そ
ん
な
緊
迫
感
を
細
面
に
現
す

こ
と
が
で
き
定
か
は
疑
問
で
す

。

読
者
皆
様
の
励
ま
し
に
勇
気
を

作
与
え
て
い
た
だ
き
職
責
を
務
め
る

一号
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

の
し
て
お
り
ま
す

o
7

4



　
　型 　　

　　
　

　
　

し

　
　
　

　
　

　

『後期高齢者医療制度の撤廃を求める 』 請願は不採択

9
月
16
日
に
本
委
員
会
を
開

催
し

、
副
委
員
長
の
互
選
と
請

願
審
査
3
件
並
び
に
所
管
事
務

調
査
を
行
い
ま
し
た

。

請
願
審
査
で
は

、
採
択
が
2

件
、
不
採
択
が
1
件
に
な
り
ま

し
た

。

｢後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤

廃
を
求
め
る
請
願

｣
は
不
採
択

に
な
り
ま
し
た
が

、
委
員
か
ら

｢見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
し
て
は
ど
う
か

｣
と
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た

。
委
員
会

と
し
て
の
提
案
は
で
き
な
い
が

、

賛
成
者
を
募

っ
て
発
議
す
る
こ

と
で
了
承
さ
れ
ま
し
た

。

｢電
源
開
発
促
進
税
の
見
直
し

と
新
た
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
促

進
法
の
制
定
を
求
め
る
請
願

｣

は
、
税
の
有
効
利
用
と
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
た
電
源
開

発
が
必
要
と
採
択
さ
れ
ま
し
た

。

｢障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本

的
改
正
を
求
め
る
請
願

｣
に
つ

長井 ク リ ー ンセ

生厚務総

い
て
は

、
施
設
の
報
酬
な
ど
見

直
し
が
必
要
と
採
択
に
な
り
ま

し
た

。

所
管
事
務
調
査
で
は

、
総
務

政
策
課
か
ら

、

①
長
井
警
察
署
の
白
鷹
東
駐

在
所
の
統
合
は

、
元
山
形
銀
行

荒
砥
支
店
跡
地
を
計
画
し
て
い

る
こ
と

。

②
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

は
、
置
賜

一
円
の
充
実
を
目
指

し
、
平
成
25
年
を
目
途
に
進
ん

で
い
る
こ
と

。

③
置
賜
地
域
電
算
シ
ス
テ
ム

共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た

。

町
民
税
務
課
か
ら

、
長
井
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
改
修
計
画

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た

。

健
康
福
祉
課
か
ら

、
こ
ぐ
わ

･

あ
ゆ
か
い
統
合
保
育
園
の
状
況

に
つ
い
て

、
民
設
民
営
で
平
成

23
年
度
開
設
を
目
指
し
て
い
る

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た

。

産建文教耕作放棄地の利活用事業に期待

9
月
17
日
に

、
本
委
員
会
を

開
催
し

、
請
願
審
査
3
件
と
所

管
事
務
調
査
を
行
な
い
ま
し
た

。

請
願
団
体
は
違
う
も
の
の
内

容
が
共
通
す
る
2
件
は

、
原
油

や
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
農
業
者
は
危
機
的
な
状
態

に
陥

っ
て
い
る
こ
と
か
ら

、
採

択
す
べ
き
と
な
り
ま
し
た

。

｢
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸

入
停
止
を
求
め
る
請
願

｣
は

、

停
止
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な

影
響
が
出
る
か

、
国
際
社
会
の

な
か
で
慎
重
に
考
え
て
い
く
べ

き
と
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た

。

9
月
6
日
に
発
生
し
た
自
然

災
害

(雷
雨

)
の
説
明
で
は

、

特
に
川
西
地
区
の
降
雨
量
が
多

く
、
住
宅
浸
水
が
4
棟
あ

っ
た

こ
と
や

、
道
路
の
法
面
崩
壊
と

落
雷
に
よ
る
被
害
は

、
総
額
約

7
0
0
万
円
ほ
ど
に
な
る
と
の

こ
と
で
し
た

。

建
設
水
道
課
か
ら

、

①
合
併
浄
化
槽

(町
設
置
型

) 　　　
、

.

　
　　　　

　　･れ
地

　
　
　

整
備
に
つ
い
て

、
21
年
度
か
ら

毎
年
印
基
を
目
標
に
行
う
こ
と

。

受
益
者
負
担
金
は

、
1
戸
あ
た

り
他
事
業
と
同
じ
20
万
円
で
す

が
、
支
障
物
件
の
撤
去
及
び
付

帯
工
事
な
ど
は
個
人
負
担
に
な

る
こ
と

。

②
除
雪
計
画
に
つ
い
て

、
道

路
除
雪
総
延
長
は
約
2
1
4
m

、

歩
道
除
雪
総
延
長
は
約
冷
血
を

実
施
す
る
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。教
育
委
員
会
か
ら
は

、
白
鷹

町
プ
ー
ル
整
備
事
業
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た

。

産
業
振
興
課
か
ら
耕
作
放
棄

地
利
活
用
事
業

(中
山
地
区

)

と
た
め
池
等
整
備
事
業

(原
虚

空
蔵
地
区

)
の
概
要
の
説
明
を

受
け
た
後

、
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た

。

荒
れ
た
桑
畑
を
掘
り
起
こ
し

、

そ
の
後
播
い
た
そ
ば
の
花
が
満

開
に
咲
き
誇

っ
て
い
ま
し
た

。

⑯
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●電源開発促進税の見直し と新たな 自然エネルギー促進

法の制定を求める請願

請願者 西置賜地区平和セ ンタ ー 議長 元木康仁

仁
仁

　
　

木
頭
木

元
朝
元

請願者 西置賜地区平和セ ンタ ー 議長 元木康仁

●障害者自立支援法の抜本的改正を求める請願

採択された請願
･ 生産資材価格高騰に関する緊急対策に向けた語

請願者 山形お きたま農業協同組合
経営管理委員会 会長 木村敏和 ほか 1 人

、 肥料、 飼料、 農業資材の高騰対策の実施を求め

油原
願

●

月
者

　
　
　

鮖
る

白鷹町農民連 会長 今 敏夫

不採択とな っ た請願
●高齢者差別の後期高齢者医療制度撤廃を求める意見書　　 繃請

ニマムアクセス米の輸入停止を求める請願

請願者 白鷹町農民連 会長 今 敏夫

継続審査になっ た請願

西置賜革新懇話会 代表世話人 今泉義憲

ほか 1 人

議員発議によ り 、 4 件の意見書を関係

大臣等に提出する こ と にな り ま した。

■ 原油 ･ 生産資材価格高騰対策に関する意

見書

■ 電源開発促進税の見直 し と新たな 自然エ

ネルギーの促進を求める意見書

■ 障害者自立支援法の見直し に関する意見

書

■ 後期高齢者医療制度の見直し を求める意

名 四季の郷住宅団地建築 (第1工

工 事 場 所 白鷹町大字鮎貝地内

契 約 金 額 6 , 7 20万 円

契約の相手方 株式会社鈴木工務店

富
麗
　
　
副

÷
　

　
　

　

油
書
源
ル
害

期
書

原
見
電
ネ
障
書
後
見

■
■

■
■

名 白鷹公共下水道事業白鷹浄化管

理セ ン ター水処理施設増設 (土

木建築) 工事

所 白鷹町大字荒砥甲地内

　ンセ流　文町鷹白
事

工 事 場 所 白鷹町大字鮎貝地内

契 約 金 額 1 億3 , 650万 円

契約の相手方 衣袋建設株式会社

契約の相手方 後藤 ･ 衣袋 ･ 鈴木工務店建設共同企業体

場
金
牌

F
場
金
相

雫
場
金

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

工
じ
契
契

七
工
契
契

工
工
契

所
額
方

名
所
額

岩
手
県

｢金
ヶ
崎
町

｣

に
学
ぶ

7
月
22
日

、

を
訪
問
し

、
二 、
金
ヶ
崎
町
議
会

議
会
広
報
の
研
修

を
行
い
ま
し
た

。

議
員
に
よ
る
自
主
編
集
に
よ

り
発
行
さ
れ

、
全
国
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
幾
度
も
入

賞
さ
れ
て
い
ま
す

。

議
会
広
報
は

、
町
民
と
議
会

を
結
ぶ
唯

一
の
手
段
で
あ
り

、

い
か
に
発
行
ま
で
の
期
間
を
短

縮
す
る
か
苦
労
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た

。

一
一

任期満了 に と も な う 人事案件は、 下記

の方々 が同意されま した 。

教育委員会委員

鳩
も

総
、

議会だ よ り し ら たか 第 1 00号

日 吉氏

竹



｣
肝

- あの質問のゆ く え -

　遭

定例議会で質問 さ れた課題が、

その後どの よ う に町政に反映 さ

れたかを検証 し ます。

耐震検査が必要では

　 　 　 　 　　　　

臟{報酬差離隔l離隔鰹離さ,鬮臨ま圓
　 　 　　　　　　　　 　　　 　 　　　

議会の様子を見て く ださ い
傍耳恵手続き は簡単、 議会事務局 ( 8 5 - 6 1 3 5 ) へお問 い合わせ く だ さ い 。

　
　
　

　

匙
猟

　
　

　
　

　
　　

　
　
　

　　
　

　
　

　

て
郁
｣　

　
　

ち のパ ソ コ ンで ご覧いただ鱗ます

も こ覧いたた ける よ う にな り ま 咳 蒸

http :/ /wwwtown .sh i ratak

　
　

　
　

85
リ

｣

　
　

　
転

ん

　
　　　

ずI
1
l
1
I
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パ
覧

,
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町
制
施
行
30
周
年
を
迎
え
た

昭
和
59
年
4
月

、
議
会
だ
よ
り

の
創
刊
号
が
発
刊
さ
れ
て
か
ら

弱
年
を
経
過
し

、
記
念
す
べ
き

1
0
0
号
の
発
行
と
な
り
ま
し

た
。記
念
号
に
町
政
発
展
の
た
め

ご
活
躍
な
さ
れ
た
諸
先
輩
議
員

の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
で
き
る

こ
と
は

、
広
報
委
員
と
し
て
喜

ば
し
い
限
り
で
す

。

議
会
だ
よ
り
が
お
手
元
に
届

く
こ
ろ
に
は

、
町
長
選
挙
と
町

議
補
選
が
実
施
さ
れ

、
町
民
の

み
な
さ
ま
の
町
政
や
議
会
に
対

す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
る
も
の
と
思
い
ま
す

。

議
会
だ
よ
り
は

、
議
会
と
町

民
の
方
と
の
橋
渡
し
で
す

。
わ

か
り
や
す
く

、
み
な
さ
ま
方
に

喜
ば
れ
る
細
面
作
り
に
努
め
て

い
き
ま
す

。

(菅
原

)

印 刷 ･ (有) 梅津 印刷

船 山 仁
　 　　 　 　

◎

議会だよ り し ら たか 第 1 00号

一
子

-
吾

男

　　　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
し
ら
た
か
第
1
0
0
号

発
行
責
任
者

白
鷹
町
議
会

議
長

船
山

仁
電
話

ス
送
付
の
と
き
は

、
議
会
事
務
局
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い

。

編
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議
会
広
報
特
別
委
員
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昭和 5 6 年以前の建物は耐震検査が必要

公共施設の耐震性は、 昭和 5 7 年以降の建物

の段階から考慮されています。

計
･

凡
又

-=
-□

は
6

ら
5

が

年以前に建てられた学校の耐震検査が必

要だと考えています。

1 8年度に耐震調査を実施 し ま した

昭和 5 6 年まで (旧耐震基準) に建て られた町立学校施設は、 4 校 (蚕桑小 ･ 東根小 ･ 西中 ･ 東中)

あ り 、 平成 1 8 年度に耐震診断を行いま した。 その結果、 蚕桑ノ｣ ＼ ･ 東根小の校舎については耐震性が

認められま したが、 他の西中 ･ 東中の校舎体育館、 蚕桑小 ･ 東根小の体育館については、 今すぐ倒壊

する恐れはないものの、 何ら かの耐震補強が必要なこ とがわかり ま した。

安全で安心なまちづく り を推進してい る町と して、 今後さ ら に進行が見込まれる少子化にともなう

町全体の学校配置についても考慮しながら 、 文部科学省の補助なども活用 し学ネ効毎設の耐震補強につ

いてすすめる考えです。

各学校の耐震検査の必要性を感 じ ますがいか

がですが。

平成倦年 1 2月定例誌会

　 　


